
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
・

救
急
安
心
カ
ー
ド
の
配
布

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
救
急
救
命
活
動
を
、

迅
速
か
つ
適
切
に
行
う
た
め
の
も
の
で
、
専

用
の
用
紙
に
緊
急
連
絡
先
、
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
名
、
血
液
型
、
持
病
名
、
服
用
薬

な
ど
の
情
報
を
記
入
し
、
本
体
容
器
に
入
れ

て
冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
と
と
も
に
、
駆
け
つ

け
た
救
急
隊
員
に
「
情
報
キ
ッ
ト
」
の
保
持

者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
玄
関
の

内
側
に
シ
ー
ル
を
、
冷
蔵
庫
の
扉
に
は
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

配
布
に
関
し
て
は
、
災
害
時
要
援
護
者
台

帳
に
登
録
し
て
い
る
方
を
は
じ
め
、
65
歳
以

上
の
一
人
世
帯
や
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み

の
世
帯
の
方
を
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。

　

一
方
、「
救
急
安
心
カ
ー
ド
」
は
、
交
通

事
故
や
急
病
で
倒
れ
て
意
識
を
失
う
な
ど
の

非
常
事
態
に
備
え
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
救

急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
、
財
布
等
に
入
れ

て
常
に
携
帯
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
全
市

民
を
対
象
に
「
広
報
あ
な
ん
」
を
利
用
し
て

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運

営
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
源
不
足

が
生
じ
な
い
よ
う
税
率
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
は
、
構
造
的

に
保
険
税
負
担
能
力
の
低
い
低
所
得
者
の
加

入
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基

金
等
余
裕
財
源
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、

保
険
税
負
担
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
平
成
20
年
度
末
に
は
、
財
政
調
整

基
金
が
約
７
億
３
千
６
０
０
万
円
、
繰
越
金

が
約
２
億
６
千
６
０
０
万
円
、
合
わ
せ
て
約

10
億
２
０
０
万
円
の
余
裕
財
源
が
あ
り
ま
し

た
が
、
昨
年
度
末
に
は
、
基
金
が
約
６
千
７

０
０
万
円
、
繰
越
金
が
約
６
０
０
万
円
、
合

わ
せ
て
約
７
千
３
０
０
万
円
と
、
４
年
間
で

約
９
億
２
千
９
０
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
残
り
の
基
金
も
平
成
25
年
度
、
取

り
崩
し
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
う
す
る
と
基

金
は
底
を
つ
き
、
平
成
26
年
度
以
降
の
補
て

ん
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療
技
術
の

高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
大

し
、
赤
字
を
補
て
ん
す
る
た
め
の
財
源
も
な

い
現
状
か
ら
、
現
行
の
保
険
税
率
で
は
医
療

費
を
ま
か
な
い
き
れ
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政
の
健
全
化
を

図
り
、
将
来
に
わ
た
り
保
険
事
業
を
安
定
し

て
運
営
す
る
た
め
、
今
議
会
に
国
民
健
康
保

険
税
率
の
引
き
上
げ
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
。

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
や
「
救
急
安

心
カ
ー
ド
」
に
記
載
さ
れ
た
情
報
を
救
急
隊

員
等
が
活
用
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
応
急
処

置
や
搬
送
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
広
く
周
知

し
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

去
る
１
月
15
日
、
政
府
の
地
震
調
査
委
員

会
が
、
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
30
年
以
内
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
～
９
ク
ラ
ス
の
地
震
が
発

生
す
る
確
率
を
70
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
発
表

し
ま
し
た
。
昨
年
の
発
表
で
は
、
60
～
70

パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
の
で
、
日
数
の
経
過
に

伴
い
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
な
か
、
２
月
26
日
に
阿
南
市
防
災
会
議
を

開
催
し
て
、「
阿
南
市
地
域
防
災
計
画
の
改

訂
（
案
）」
に
つ
い
て
ご
審
議
を
い
た
だ
き
、

国
の
災
害
対
策
基
本
法
改
正
お
よ
び
防
災
基

本
計
画
の
更
新
を
受
け
、
修
正
を
加
え
る
と

と
も
に
、
徳
島
県
防
災
計
画
と
の
整
合
を
図

り
、
地
震
・
津
波
、
異
常
気
象
へ
の
対
処
の

見
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
引
き
上
げ
予
定
の
国
民
健
康
保
険

税
率
で
、
県
内
８
市
の
比
較
を
し
て
み
ま
す

と
、
依
然
、
本
市
が
一
番
低
い
税
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
の
収
支
の
均
衡
、
安
定
化
が
保
た

れ
る
よ
う
、
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
急
激
な
負
担
増
に
も
配
慮
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

奨
学
資
金
貸
付
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

修
学
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
お
よ
び
在
学
が
困
難
な
方
に

対
し
て
、
高
校
・
大
学
等
へ
の
就
学
の
機
会

均
等
を
図
り
、
経
済
的
に
安
心
し
て
就
学
し

て
い
た
だ
く
た
め
本
制
度
を
設
け
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
制
度
の
拡
充
・
強
化
を
目
的

と
し
た
改
正
を
行
い
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

制
度
改
正
の
主
な
内
容
と
し
て
、
貸
付
額

を
高
等
専
門
学
校
４
・
５
年
生
は
月
額
２
万

円
か
ら
３
万
円
に
、
大
学
・
専
修
学
校
は
月

額
４
万
円
か
ら
６
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50

パ
ー
セ
ン
ト
増
額
し
た
ほ
か
、
貸
付
人
員
に

つ
い
て
も
、
高
等
専
門
学
校
と
大
学
・
専
修

学
校
を
合
わ
せ
て
こ
れ
ま
で
の
５
人
以
内
か

ら
10
人
以
内
へ
と
２
倍
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
認
め
て
い
な
か
っ
た

他
の
奨
学
金
制
度
と
の
併
用
も
可
能
と
す
る

貸
付
条
件
の
緩
和
や
、
償
還
期
間
の
延
長
を

し
た
こ
と
に
加
え
、
卒
業
後
、
本
市
に
居
住

し
た
場
合
に
は
、
償
還
金
の
一
部
を
免
除
す

　

ま
た
、
そ
れ
と
併
せ
て
「
職
員
防
災
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
見
直
し
も
行
っ
て
お
り
、

新
年
度
に
は
全
職
員
に
配
布
し
、
有
事
の
際

に
職
員
が
と
る
べ
き
対
応
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
組
織
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
よ
う
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
津
波
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

津
波
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
基
準
水
位
に
基

づ
き
、
市
指
定
の
津
波
避
難
場
所
、
緊
急
避

難
場
所
、
津
波
避
難
ビ
ル
を
表
示
し
た
地
図

や
、
地
震
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
知
識

な
ど
を
記
載
し
た
冊
子
を
〝
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
・
津
波
に
そ
な
え
て
〟
と
題
し
て
、

本
年
度
中
に
作
製
し
、
全
戸
配
布
す
べ
く
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
振
興
に
お
け
る
人
材
育
成

　

本
市
で
は
、
平
成
15
年
度
に
阿
南
高
専

と
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
、

市
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
、
環
境
、
教
育
、
Ｉ
Ｔ
、

産
業
、
防
災
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
連
携
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

る
と
い
う
給
付
型
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
内

容
に
改
め
ま
し
た
。

　

改
正
後
の
貸
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
が
大
学
生
６
人
、
平
成
25
年
度
は
高

等
専
門
学
校
生
１
人
、
専
修
学
校
生
１
人
、

大
学
生
８
人
で
、
高
専
・
専
修
学
校
・
大
学

生
枠
の
定
員
数
で
あ
る
10
人
に
貸
付
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
、
高
校
生
枠
で
月

額
１
万
円
の
貸
付
が
限
度
で
あ
り
ま
し
た
高

等
学
校
専
攻
科
１
・
２
年
に
対
し
て
も
、
平

成
26
年
度
か
ら
は
高
等
専
門
学
校
４
・
５
年

生
と
同
額
の
月
額
３
万
円
に
増
額
し
、
新
た

に
貸
付
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
教
育
に
対
す
る
多
様

な
市
民
の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る

た
め
、
本
市
の
奨
学
資
金
貸
付
制
度
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
春
日
野
団
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
23
年
１
月
に
策
定
し
た
「
阿
南
市
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」
の
実
施
方
針
に

基
づ
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
古
庄
団
地
と
の

集
約
・
建
て
替
え
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

事
業
概
要
と
し
て
は
、
春
日
野
団
地
の
現

在
位
置
に
１
棟
あ
た
り
10
戸
の
住
宅
を
５
棟
、

１
棟
あ
た
り
12
戸
の
住
宅
を
３
棟
、
計
８
棟

を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

建
築
構
造
は
、
当
該
予
定
地
が
軟
弱
地
盤

で
あ
り
、
強
度
の
あ
る
支
持
層
が
深
い
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
建
物
の
自
重
が
比
較

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
22
年
度
に
は
、

全
国
で
初
と
な
る
高
専
の
施
設
を
活
用
し
た

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創

業
や
新
技
術
の
研
究
・
開
発
を
促
進
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
技

術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
践
す
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
来
年
度
か
ら
阿
南
高
専

に
、
現
行
の
４
学
科
を
１
学
科
に
再
編
し

た
「
創
造
技
術
工
学
科
」
が
新
設
さ
れ
、
学

科
内
に
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
基
礎
と
な
る
化
学
物

質
の
研
究
を
行
う
「
化
学
コ
ー
ス
」
を
設
け
、

化
学
・
材
料
の
分
野
を
専
門
と
す
る
技
術
者

の
養
成
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な
知
識
と
技
術

を
併
せ
持
ち
、
将
来
、
地
元
企
業
等
に
お
い

て
先
導
的
役
割
を
担
う
多
く
の
人
材
が
育
つ

も
の
と
期
待
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
産
学

官
連
携
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、
本
市

の
経
済
発
展
お
よ
び
産
業
振
興
等
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

的
軽
量
で
、
基
礎
工
事
コ
ス
ト
が
縮
減
で
き

る
木
造
２
階
建
て
と
す
る
計
画
で
す
。

　

今
後
の
予
定
で
す
が
、
ま
ず
は
、
団
地
自

治
会
等
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、
入
居

者
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
各

棟
の
配
置
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
地
質

調
査
を
経
て
建
築
設
計
に
取
り
か
か
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
が
順
調
に
推
移
し
ま
す
と
、
平
成

26
年
度
に
工
事
着
手
し
、
平
成
32
年
度
に
は

全
棟
の
建
て
替
え
を
完
了
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
入
居
者
の
方
々

に
は
、
仮
住
居
へ
の
引
っ
越
し
な
ど
、
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
事
業
の
推
進
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

３
月
議
会
が
３
月
５
日
か
ら
26
日
ま
で
の
22
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
か
ら
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会

会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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